
多面的なリスク評価・
対策の見える化による
着実な災害リスク低減
など

合意形成に基づく
コミュニティの再生・
コンパクトシティ化 など

リアルタイム被害把握と
臨機応変な初動対応
など

救助・医療・福祉・
物資輸送等の
連携システム など

訪日外国人観光客数の拡大に向け、今、国をあげての取り組みが各所で進んでいます。
そんななか、JALは東北地方の創生を目指し、

東京や京都に集中しがちな訪日外国人を東北へ誘客する取り組みを始めています。
その一つが、東北大学などと連携して進めている「防災ツーリズム」です。

防災教育と観光を融合させたこの新たなツーリズムの意義を、
連携先である東北大学災害科学国際研究所所長の今村文彦氏に伺いました。

● 災害対応サイクル

東北の地域創生を後押しする

防災ツーリズム とは

東日本大震災の経験を国内外へ発信

いまむら・ふみひこ●防災研究の第一人者とし
て、津波警報体制、ハザードマップの作成、総合防
災対策などを研究。専攻は津波工学。平成28年度
防災功労者内閣総理大臣賞受賞。2017年11月に
仙台で開催される「世界防災フォーラム／防災ダ
ボス会議＠仙台」の実行委員長や「一般社団法人 
防災教育普及協会」の設立呼びかけ人も務める。

東北大学災害科学国際研究所 所長

今村 文彦

東日本大震災を経験した東北大学が、自然災害科
学に関する世界最先端の研究を行う機関として2012
年、宮城県仙台市に設立した研究所。自然災害に
かかわる分野を総合的に研究することで、従来の防
災・減災システムでは対応できなかった〝低頻度巨
大災害〟にも対応しうる「実践的防災学」の創成に
取り組む。

東北大学災害科学国際研究所（IRIDeS）

世界防災フォーラム／防災ダボス会議
＠仙台 2017

東日本大震災の経験を世界に伝えると同時に、国
際的な防災指針「仙台防災枠組　2015-2030」の推
進を目的に開催される国際フォーラム。国内外から
産・官・学・民の防災関係者が集結し、最先端の防
災について議論するほか、被災4県と連携したスタ
ディツアーやエクスカーションなども実施される。

防御力 対応力

災害発生

予防・防災
平常期

 復興・
再生

初期
対応

復旧

回復力
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進
化
す
る
災
害
へ
対
応
す
る
に
は

〝
防
災
教
育
〟が
最
も
重
要

私
が
在
籍
す
る
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際

研
究
所
は
、
東
日
本
大
震
災
の
1
年
後
に
設

立
さ
れ
た
機
関
で
す
。
従
来
の
災
害
研
究

は
、
地
震
や
津
波
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
災
害
医

療
、
防
災
対
策
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

別
個
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
現
実
の
災
害
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
同
時
に
発
生
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
研

究
所
で
は
、
災
害
科
学
を
総
合
的
に
捉
え
る

こ
と
で
、
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
低
頻
度

巨
大
災
害
に
ど
う
備
え
る
べ
き
か
を
研
究
し

て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
常
に
念
頭
に
お
い
て
い
る
の

は
、「
災
害
は
進
化
す
る
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
地
球
の
気
候
や
人
間
社
会
の
変
化
に
合

わ
せ
て
、
自
然
災
害
も
対
応
の
難
し
さ
が
進

化
し
て
い
き
ま
す
。
過
去
の
災
害
事
例
か
ら

学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
時
代
に
合
っ
た
防
災
・

減
災
対
策
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
、
J
A
L
を
始
め
、
多
く
の
方
々
の

協
力
で
進
め
て
い
る
東
北
へ
の
「
防
災
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
も
、
こ
れ
ま
で
全
く
別
物
だ
っ

た
「
防
災
教
育
」
と
「
観
光
」
を
融
合
し
た

新
し
い
取
り
組
み
で
す
。
復
興
途
中
の
東
北

で
、
こ
の
二
つ
を
融
合
さ
せ
た
取
り
組
み
を

行
う
こ
と
は
、
大
変
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ま
す
。
こ
れ
は
、
災
害
を
「
事
前
」「
災
害
直

後
」「
復
旧
期
」「
復
興
期
」
の
四
つ
の
フ
ェ
ー

ズ
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
ご
と
に
必

要
な
対
策
を
導
き
出
す
と
い
う
考
え
方
で
あ

り
、
自
然
災
害
だ
け
で
な
く
、
世
界
で
頻
発

す
る
テ
ロ
や
人
災
へ
の
対
応
に
も
通
じ
る
普

遍
的
な
も
の
で
す
。

自
然
災
害
が
多
く
、
さ
ら
に
災
害
科
学
、

防
災
技
術
、
防
災
教
育
が
進
ん
で
い
る
日
本

が
今
、
海
外
の
人
々
に
も
向
け
「
防
災
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
を
提
案
す
る
こ
と
は
、
世
界
の
防

災
意
識
を
高
め
る
う
え
で
も
、
と
て
も
大
切

な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

防
災
対
策
は
自
然
災
害
だ
け
で
な
く
、

テ
ロ
や
人
災
へ
の
備
え
に
も
な
る

自
然
災
害
と
い
う
も
の
は
、
完
全
に
防
ぐ

こ
と
は
不
可
能
で
す
。
で
は
、
ど
う
備
え
れ

ば
い
い
の
か
。
私
は
、
臨
機
応
変
に
危
機
に

対
応
で
き
る
人
づ
く
り
に
尽
き
る
と
思
い
ま

す
。
災
害
時
、
被
害
の
軽
減
や
救
命
に
つ
な

が
る
の
は
、
防
災
設
備
や
警
報
シ
ス
テ
ム
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
状
況
を
大
き
く
左

右
す
る
の
は
、
人
間
の
知
恵
と
判
断
力
な
の

で
す
。

ま
た
、
私
た
ち
が
「
災
害
対
応
サ
イ
ク

ル
」
と
呼
ん
で
い
る
危
機
管
理
対
策
が
あ
り

地域と
ともに
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呼
ば
れ
る
被
災
者
に
会
い
、
生
々
し
い
体

験
を
聞
く
。
そ
ん
な
旅
を
通
じ
て
得
た
知
識

は
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
心
に
強
い
印
象
を

残
し
ま
す
。
そ
し
て
彼
ら
が
自
分
の
国
や
地

域
に
戻
っ
た
と
き
、
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
街

に
は
ど
ん
な
災
害
リ
ス
ク
が
あ
る
の
か
、
ど

ん
な
備
え
が
足
り
な
い
の
か
と
い
う
「
気
づ

き
」
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。
地
域
に
合
っ
た

具
体
的
な
防
災
対
策
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す

人
々
の
「
気
づ
き
」
な
く
し
て
は
始
ま
り
ま

せ
ん
。

一
方
で
、
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
被
災
地

を
訪
れ
る
こ
と
に
、
抵
抗
を
感
じ
る
人
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
つ
ら
か
っ
た

体
験
を
人
に
話
す
こ
と
で
気
持
ち
が
楽
に
な

る
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。「
自

分
が
体
験
し
た
こ
と
を
後
世
に
語
り
継
が
ね

ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
使
命
感
を
持
つ
人
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
防
災
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

で
は
、「
語
り
部
」
を
志
願
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

被
災
者
た
ち
の
葛
藤
も
、
事
実
と
し
て
感
じ

取
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
観
光
収
入
が
被
災
地
の
経
済
を
活

性
化
さ
せ
、
被
災
者
の
生
活
再
建
に
つ
な
が

る
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
。
被
災
地
の
多

く
は
、
美
し
い
自
然
と
、
海
の
幸
、
山
の
幸

に
恵
ま
れ
た
地
域
。
長
い
歴
史
の
な
か
で
、

自
然
と
共
存
し
な
が
ら
作
り
上
げ
て
き
た
文

化
が
あ
り
ま
す
。
参
加
者
に
は
、
そ
ん
な
東

北
な
ら
で
は
の
魅
力
も
体
験
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
防
災
」を
世
界
へ
発
信
す
る
に
は

多
方
面
か
ら
の
協
力
が
必
要

こ
の
11
月
、
仙
台
で
「
世
界
防
災
フ
ォ
ー
ラ

ム
／
防
災
ダ
ボ
ス
会
議
@
仙
台 

2
0
1
7
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
世
界
の
防
災
関
係
者
が

一
堂
に
会
す
る
国
際
会
議
で
す
が
、
そ
こ
で

も
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
や
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

（
小
旅
行
）を
予
定
し
て
い
ま
す
。

海
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
観
光
客
に
来
て
い

た
だ
く
た
め
に
は
、
東
北
の
魅
力
や
「
防
災

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
意
義
を
世
界
へ
向
け
て
発

信
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
私
た
ち
研
究
者

は
、
防
災
教
育
面
で
の
提
案
は
で
き
ま
す

が
、
観
光
に
か
か
わ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や

集
客
に
つ
い
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
り
ま
せ

ん
。「
防
災
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
国
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
J
A
L
や
、

旅
行
会
社
な
ど
の
協
力
な
し
で
は
実
現
で
き

な
い
事
業
な
の
で
す
。

防
災
の
大
切
さ
と
、
東
北
の
魅
力
を
世
界

の
国
々
へ
伝
え
る
た
め
に
も
、
多
く
の
方
々

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、「
防
災
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

を
広
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

災
害
の
脅
威
を
五
感
で
感
じ
取
れ
ば

防
災
へ
の〝
気
づ
き
〟が
生
ま
れ
る

防
災
教
育
で
「
防
災
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
が
効

果
的
だ
と
言
え
る
理
由
の
一
つ
に
、
自
然
災

害
の
脅
威
を
「
五
感
」
で
感
じ
ら
れ
る
と
い

う
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
映
像
は
、
国
内
外
に
大

変
な
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際

に
現
地
を
訪
れ
て
、
自
分
の
目
で
被
災
地
を

見
て
、
直
接
被
災
者
か
ら
話
を
聞
く
と
、
震

災
に
関
す
る
理
解
度
が
ま
っ
た
く
違
っ
て
き

ま
す
。
被
災
地
に
行
っ
て
、
実
際
に
歩
き
、

風
や
に
お
い
を
体
感
す
る
。「
語
り
部
」
と


